



























































































































































































桂 法 BMI法 皮下脂肪解
110％以上
nロ22
1109鎌藺
n冒61
11輪以上　110練繭
n留12　．n駆71
45㎜以上　　45㎜未満
n讐20　　n四63
平　　均
標準翻r蓮
最　　低
最　　畜
a25
0．97
0β0
5．40
1．B1
0．42
1．OO
3．oo
a43　　　1．84
1．03　　　0．50
1，30　　　0。90
5鴻0　　　4．20
2．29　　1．81掌
α98　　　043
1。30　　　3．OO
5．40　　　0。90
索Pく0。05
　S－CPR値の平均は，桂法による肥満者と
非肥満者は，それぞれ2．25±0．97ng／m1と
1、81±0．42ng／m1，BMI法による肥満者と
非肥満者では，それぞれ2．43±1．03ng／m1
と1．84±0。50ng／mlで，桂法，BMI法によ
る肥満と非肥満者のS－CPR値には差がな
かった．次に皮脂厚による肥満者と非肥満者
のS－CPR値の平均をみると，肥満者はa29
±0．98ng／m1，非肥満者では1．81±0．43ng
／mlで，肥満者のS－CPR値が高かった
（P＜0．05）．
IV　考　　察
　片岡1）は，非糖尿病肥満者の空腹時IRI値
は肥満度（標準体重比）の増大に相関し，血
糖値とは無関係に増加すること，原納ら2）は，
健康診断における標準体重の20％以上の成人
男女68名の約半数が耐糖能異常および高イン
スリン血症であったこと，塩崎S）は，平均年
齢56．7歳の糖尿病やその家族歴がない肥満度
130％以上の女性15名中7名（46．6％）が空
腹時のC一ペプチドが高値であったことを報
告している、
　今回の対象者においても，％F肥満者の半
数以上に空腹時S－CPRの異常高値者がみ
られ，％F肥満と非肥満者のS－CPR値の平
均を比較すると，％F肥満者が有意に高値で
あった．また，皮脂厚による肥満判定でも肥
満者に同様の傾向がみられた．しかし，肥満
度による肥満と非肥満者のS－CPR値には
差がなくこれまでの報告と異なる結果となっ
た．このことは，今回対象者が少なく肥満度
110％以上を肥満としたためではないかとも
考えられる．
　本論文の要旨は，第3エ回日本糖尿病学会九
州地方会において報告した．
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